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東陽中の子どもたちに、「こんな力」を！！

いつの時代でも、子どもたちは「なぜ学ぶのか？」という本質的な問いの
答えを求めています。また、これから急速なスピードで変化する社会で生き
ていく子どもたちには、知識の量だけではなく、答えのない問いに対して、
多くの情報を吟味して、周囲の人たちと協働しながら解決策を探す力が必要
になります。未来を幸せで心豊かに生きるために、「学ぶことの素晴らしさ
や楽しさ」を子どもたちに伝えたいと考えています。熊本県では、令和２年
度よりすべての学校で「熊本の学び推進プラン」が進められています。これ
は、『熊本のすべての子どもたちが「学ぶ意味」を問いながら、「能動的に学び続ける力」を身に
つけることを目指す』という理念で行っているものです。
本校でも、その力を育てるために、東陽中が目指す子どもたちの姿を思い描き、育てていきたい

資質・能力を設定しました。それを、職員一人一人が意識して、日々の授業の充実や改善を図った
り、行事に取り組んだりしていきます。
また、学校だけではなく、ご家庭や地域、行政、子どもたちと共有することで、連携・協働する

一つのチームとしての取組につなげたいと考えています。熊本の未来の創り手となる子どもたちを
育てるために、保護者の皆さまのご支援をお願いいたします。

【重点的に育成を目指す資質・能力】

学校生活の充実と向上を図る 貴重なご意見、ありがとうございました。

一年に一回、生徒全員で話合いを行う「生徒 ２６日（木）、八代市教育委員会学校訪問が
総会」が６月７日（火）に実施されます。総会 行われました。教育懇談会では、「廊下を通っ
に向けて、２３日（月）の４時間目の学活で学 ただけで、授業に対する先生方の熱意（本気）
級での話合いが行われました。生活をよりよく が伝わってきました。」「子どもたちも先生方も
するための課題を見いだし、その解決のために 主体的に動かれてますね。」と、本校の教育活
話し合い、合意形成を図り、 動に対して嬉しいお言葉を
実践していく・・・。民主 いただきました。また、「こ
主義を学ぶ絶好の場です。 れだったら八代で No1 ！
“自分たちの学校は、自分 ということを経験させてほ
たちでつくる”学校という しい。」との貴重なご意見
社会の一員として、当事者 もいただきました。今後の
意識を持って生徒総会に臨 教育活動に活かしていきた
んでください。 いと思います。

※ご意見や感想をお待ちしています。「見ました」の一言でも構いません。
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